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研究成果の概要（和文）：発展途上国の農村開発における二つの重要課題、すなわち貧困削減と環境保全を同時に分析
するための枠組みとして、フェアトレード認証が媒介役となり環境保全が貧困削減の手段の役割を果たす関係（仮説）
を提案する。理論的な「手段・目的関係」が現実にはどのような状況下で機能するかを探究するために、①人間と自然
環境との関係に焦点を当てた地理学文献のレビュー、②アジアの農業生産者グループとプランテーションの計４事例の
比較分析を行なった。同「手段・目的関係」が機能するには、フェアトレードにより導入された手段と並行して存在す
るその他の手段（農業、非農業）との共存が不可欠であることが、結論の一つとして明らかになった。

研究成果の概要（英文）：As a framework for analyzing simultaneously two crucial objectives of rural 
development in the global South, environmental conservation and poverty reduction, this research project 
proposes a hypothetical means-end relationship between the two objectives that can be linked by Fair 
Trade certification as an intermediary institution. To examine under which conditions this theoretical 
means-end relationship works in real settings, geographical literature focusing on human-nature 
relationships were reviewed and four case studies on agricultural producer groups and a plantation in 
Asia were reanalyzed comparatively. An important lesson from the study is: only when the means 
(environmental conservation) introduced by Fair Trade can be compatible with other competing means (farm 
and non-farm) for the end (poverty reduction), do small farmers incorporate the designated means.

研究分野：人文地理学、開発研究、地域研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 発展途上国と呼ばれる国・地域の開発は
第二次世界大戦の植民地の独立を契機とし
て、２０世紀後半以降の社会科学において主
要研究テーマとなった。世界銀行をはじめと
する援助機関の方針や開発事業を立案する
ための理論的根拠を提供することを使命と
した開発研究においては経済学が主導権を
握り、「開発経済学」という分野が確立され
るに至っている。一方、社会科学の他のディ
シプリンは遅れて開発研究に参入した。社会
学、人類学は、開発の地域社会や文化に対す
る負のインパクトを指摘する形で、すなわち
経済学主導の開発研究への批判という形で、
開発研究に貢献するようになってきた。 
 社会科学の中でも、人文地理学の参入は最
も遅かったと言える。（人文地理学は、日本
では便宜上、人文学に分類されているが、欧
米では通常、社会科学のディシプリンと位置
づけられている。）地理学者の役割は、援助
を供与する第一世界の側の人間に、第三世界
の基本的な地理情報を提供すること、あるい
は開発事業の実施に際して、地理や立地条件
の分析結果を提供する程度に長らく留まっ
てきた。しかし、欧米では、開発のより本質
的な問題に地理学的視点を取り入れようと
する開発地理学というサブ・ディシプリンを
創生する動きが生まれ、世界最大の地理学者
の集まりである Association of American 
Geographers（アメリカ地理学会）の中に、開
発問題に取り組む地理学者のグループが誕
生している。本研究プロジェクトは、人文地
理学の開発研究への貢献方法を探るという
大きなテーマの一部を形成するものである。 
 本研究プロジェクトでは、世界の貧困層の
４分の３が居住する農村部[1]に焦点を当て、
その農村開発において重要課題とされる貧
困削減と環境保全の両立を可能とするため
に人文地理学が果たし得る役割を探究する。
開発の環境へのインパクトは頻繁に扱われ
るテーマであり、農村部において貧困が環境
劣化の原因となること（貧困ゆえに自然資源
に生計を依存し資源を酷使する）、そして環
境劣化がさらに貧困を加速させることは指
摘されてきたものの、貧困削減と自然資源管
理を両立させるために農村を分析するフレ
ームワークは未だ存在しない[2]。人文地理
学は伝統的に人々の営みと人々が暮らす環
境との関係を分析してきた学問である。サ
ブ・ディシプリンである農村地理学、農業地
理学、経済地理学、ポリティカル・エコロジ
ー（環境の政治経済学）及び開発地理学を融
合することによって、貧困削減と環境保全の
両立のための分析フレームワークを構築す
ることが可能と考える。 
 
(2) 2008 年～2011 年、農作物の生産・輸出
を通じて、零細・小規模農民の生計向上（貧
困削減）と環境保全の両方の推進を目指す二
つのイニシアティブ、すなわち有機農業【環

境保全の行為によって生産費用の削減と収
益増加を図る】とフェアトレード運動【先進
国の消費によって農業生産者・労働者を支援
する】に焦点を当て、この二つのイニシアテ
ィブが「認証」というシステムを通じて途上
国農村に与える影響を多角的に考察してき
た。 
 「生計向上と自然資源管理の両立はいかに
達成可能か」の統一テーマの下、以下の通り、
各々異なる小テーマを掲げて、アジアの４地
域の生産現場で計５回のフィールド調査を
実施した。 
① インド・ケララ州で有機認証とフェアト
レード認証の取得を目指すコーヒー小農
組合を対象に、両認証が組み合わさるこ
とによって生じる矛盾を生産者の視点か
ら明らかにする。 
② インド・ダージリンの紅茶プランテーシ
ョンを対象に、両認証がプランテーショ
ン経営者と労働者との間に伝統的に存在
するパトロン＝クライアント関係に与え
る影響を明らかにする。 
③ ①の小農組合の２年後を追跡調査し、グ
ローバル・バリュー・チェーンが貧困削
減および自然資源管理に与える影響を明
らかにする。 
④ インド・アンドラプラデシュ州の綿花栽
培地域の小農組合を対象に、同地域に急
速に広まっている遺伝子組み換え種子と
両認証の相互作用を考察する。 
⑤ フィリピン・ネグロス島のサトウキビ生
産者組合を対象に、農地改革と農民の生
計多様化を背景に両認証が果たす役割を
明らかにする。 

 
２．研究の目的 
(1) 以上の４つの事例は、日本と関係の深い
アジアにおいて両認証を取得済み、もしくは
取得中の生産者団体の希少な事例だが、貧困
削減と環境保全をめぐる多様なコンテクス
トを明示する。その多様性の一方で、有機認
証とフェアトレード認証が共に有する「収益
を上げるために（目的）環境保全に配慮する
（手段）」という環境保全と貧困削減の「手
段・目的関係」の視点から横断的に再分析す
ることが可能である。この手段・目的関係を、
有機・フェアトレード認証の枠を超えて、農
村開発全般のための分析フレームワークへ
と発展させることが本研究の最終目標であ
る。 
 
(2) そのために、４事例の横断的分析に加え
て、人文地理学の関連ディシプリンが提供す
る諸理論の応用の可能性を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 文献調査 
人文地理学の先行研究から、貧困削減（生
計向上）と自然資源管理の両立に資する理
論・分析視点を抽出する。抽出した理論・分



析視点は、農村地理学で用いられた分類基準
を援用しつつ分類・整理する。 
 
(2) ４事例の横断的分析 
 これまでの４年間にインドとフィリピン
において収集した４つの事例に関するデー
タを横断的に再分析し、環境保全と貧困削減
の「手段・目的関係」ついて理論化を試みる。 
 各事例を横並びで再分析を行なうにあた
り、個別の事例研究では網羅できなかったデ
ータが改めて必要となる。必要に応じて補足
フィールド調査を実施する。補足調査の結果
を横断的分析に加えて、農村分析フレームワ
ーク【仮説】を構築する。 
 
(3) 文献調査結果と事例分析結果の融合 
 文献調査から得られた既存の理論と【仮
説】とを比較することによって、同「手段・
目的関係」の成立条件、及び成立を阻害する
要因のさらなるバリエーションを探す。有
機・フェアトレード認証の枠を超えて、農村
開発に資する要因を整理する。 
 
(4) 関連分野の研究者との討議 
 上記【仮説】の妥当性について、農村開発
に関心を寄せる地理学者や他の社会科学者
と学会発表等を通じて意見交換を行なう。随
時、修正を行ない、学術論文としてまとめる。 
 
４．研究成果 
(1) フェアトレード認証の新しい分析視点 
 これまで、農業部門に適用されるフェアト
レード認証は小農への経済支援の一方法と
見なされ、認証の取得のための条件として環
境基準の遵守がなぜ課せられているのかと
いう点には特段の注意が払われてこなかっ
た。本研究プロジェクトで環境保全と貧困削
減の手段・目的関係を導入するにあたり、フ
ェアトレードが環境面にどのような影響を
与えてきたか、という視点から既存の研究を
レビューした。その結果、測定可能な自然資
源へのインパクトは少ないものの、①農民の
自然資源を大切にしようとする意識、及びよ
り環境にやさしい農業慣行への移行にプラ
スの働きがあること、②有機農業や他の環境
認証と組み合わせることによって①の効果
が高まること、③認証を受けていない周辺の
一般農民へのデモンストレーション効果が
あること、④環境保全を目的とする他のプロ
ジェクトとフェアトレード認証を組み合わ
せることで①の効果が高まること、４点が明
確になった。このレビュー結果を踏まえ、同
「手段・目的関係」を採用することにより、
フェアトレード認証が自然資源管理の一方
法としても活用できることを提案した。 
 媒介役としてのフェアトレード（FT）認証
を概念化すると以下のようになる。 
関係：①手段⇒②媒介役⇒③目的 
政策レベル：①環境保全⇒②FT 認証⇒③貧困
削減 

農民レベル：①持続可能な農業慣行⇒②FT 認
証⇒③収入増加・他の便益 
 
(2) 事例の横断的分析結果 
 上記の手段・目的関係が実際の設定で必ず
しも成立するわけではなく、「手段・結果」
として現れる時は、理論上、次の４通りがあ
り得る。 
   手段 
結果 

持続可能な
農業慣行 

それ以外の
農業慣行 

便益あり Ｉ Ⅲ 
便益なし Ⅱ Ⅳ 
Ｉ：FT 認証の下で持続可能な農業慣行が実行
され、それが収入や他の便益をもたらす。 
Ⅱ：FT 認証の下で持続可能な農業慣行が実行
されたが、それが便益につながらない。 
Ⅲ：FT 認証の下で持続可能な農業慣行が実行
されないが、収入や他の便益がもたらされる。 
Ⅳ：FT 認証の下で持続可能な農業慣行が実行
されず、便益につながらない。 
  
Ⅳ型はフェアトレード認証の失敗例の典
型的なパターンだが、Ⅱ型、Ⅲ型は手段・目
的関係の視点から分析することで初めて問
題として認識される状況である。 
Ⅱ型、Ⅲ型を、手段・目的関係が成立して
いるⅠ型と比較することにより、以下が明ら
かになった。 
 
Ｉ型（手段・目的関係の成立） 
 
 
 
 
 
Ⅱ型 
 
 
 
 
 
Ⅲ型 
 
 
 
 
 
FT 認証の下で持続可能な農業慣行を伴う商
品作物生産が導入される時、ほとんどの現場
では収入向上につながる「他の手段」が並行
して存在する。Ⅱ型のように、その他の手段
が FT 認証の取得・維持を阻止する場合は、
農民が環境保全の行為を実行しても収入向
上という結果に結び付かない。また、Ⅲ型の
ように、FT 認証の便益が図らずもその他の手
段の強化に貢献してしまい、当初導入した持
続可能な農業慣行を阻止する場合もある。一
方、手段・目的関係が成立したⅠ型では、FT
認証の下で導入された持続可能な農業慣行
が「他の手段」にも好ましい影響を与え、ま

環境保全 ﾌｪｱﾄﾚｰﾄﾞ 貧困削減 

その他の手段 － 

－ 
＋ 

環境保全 ﾌｪｱﾄﾚｰﾄﾞ 貧困削減 

その他の手段 

＋ 
＋ 

環境保全 ﾌｪｱﾄﾚｰﾄﾞ 貧困削減 

その他の手段 



た FT 認証の便益が「他の手段」の強化に用
いられ、FT 認証の下での農業生産と「他の手
段」が共存しているのである。 
これまでのフェアトレード研究は、FT 認証
が対象とする作物生産のみに注目してきた
が、同じ生産者を取り巻く FT 認証以外の農
業、及び非農業活動といかに両立させるかが
フェアトレードの成功、さらに農民の生計が
依存する自然資源管理の成功に導く鍵を握
っている。 
 以上の内容はジャーナル論文として執筆
し、投稿中である。 
 
(3) 研究者交流から派生した論文発表機会 
 特に、海外研究者との交流を深めることを
本研究プロジェクトでは重視したが、その結
果、フェアトレード研究のハンドブック作成
にあたり、アジアから唯一の著者として執筆
参加する機会を得た。（５．主な発表論文等
を参照） 
 ま た 、 国 際 地 理 学 会 International 
Geographical Unionを通じ、南アジアを研究対
象とする地理学者の共同執筆により
Environmental Geography of South Asiaを出版
することが決まり、一章を提供した。提出済
みの草稿タイトルは Organic agriculture from 
the perspective of small farmers’ livelihood 
strategies。（2016年出版予定） 
 
(4) 補足事例調査に基づく新しい方向性へ
の展開 
 同「手段・目的関係」は、上記４事例で扱
う商品作物生産だけでなく、より広いコンテ
クストにおいて考察することの必要性も明
らかとなった。補足現地調査を行なう中で、
農村貧困層が従事する天然薬草の採集とい
う生業が、貧困削減と環境保全の両立を必須
とするもう一つのコンテクストであること
に気付いた。次なる研究課題の準備として予
備的な情報収集をインドで行なった。 
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